
 

 

楽待株式会社が熊本県南阿蘇村の 
「阿蘇の景観と地下⽔を守るプロジェクト」を⽀援 
「⽔の⽣まれる郷」南阿蘇村の草原維持費⽤に200万円を寄付 

 

本リリースのポイント 

‧楽待株式会社では寄付を通じて「⽔の⽣まれる郷」熊本県南阿蘇村を⽀援 
‧⾃然環境保護を進める⾃治体を⽀援し、経営理念である「社会の発展に貢献する」を実践 
‧⾃治体への寄付活動は今年で3年⽬を迎え、寄付総額は2200万円に到達 

 

 
国内最⼤の不動産投資プラットフォーム「楽待」（https://www.rakumachi.jp/）を運営する楽待株式
会社（本社：東京都中央区、東証スタンダード、証券コード：6037）は、熊本県南阿蘇村が進める「阿
蘇の景観と地下⽔を守るプロジェクト」に対し、200万円の寄付をいたしました。また、南阿蘇村から
感謝状を授与されたことをお知らせいたします。 

 

 

 
 

https://www.rakumachi.jp/
https://www.vill.minamiaso.lg.jp/kigyou_furusato/kiji0031933/index.html
https://www.vill.minamiaso.lg.jp/kigyou_furusato/kiji0031933/index.html


 

 

寄付の概要 
熊本県南阿蘇村の「阿蘇の景観と地下⽔を守るプロジェクト」に対し、200万円の寄付を実施しまし
た。2023年から継続している⾃治体への寄付の累計額はこれで2200万円となりました。今後も複数の⾃
治体への寄付を決定しています。 
 

熊本県南阿蘇村への寄付の背景 
熊本県南阿蘇村は豊富な地下⽔資源に恵まれ、「⽔の⽣まれる郷」と称されています。同村のホーム
ページによれば、森林より草原の⽅が地下⽔を育む能⼒や、炭素固定機能が⾼いとされています。本プ
ロジェクトでは、阿蘇地域の草原を維持するために⾏われる「野焼き」などの⽀援をするもので、野焼
き作業の省⼒化や実施する集落への⽀援に活⽤されます。 

南阿蘇村の草原では、あか⽜が放牧されています（2025年5⽉撮影） 
 

⼀⽅、阿蘇の⼀部地域では、メガソーラーパネルが草原を覆う事例が報道され、景観や環境⾯でさまざ
まな意⾒が⾶び交っています。当社では「社会の発展に貢献する」という経営理念のもと、⾃然環境や
景観保全に取り組む活動への⽀援を積極的に推進してまいります。 

 

 

 
 



 

 

不動産投資の「楽待」概要 
2006年3⽉に開設した「楽待」は、⽉間168万⼈が訪れる、使いやすさ‧利⽤者数‧掲載物件数No.1(*1)
の不動産投資プラットフォームです。全国4900社の不動産会社が毎⽇物件情報を登録しており、ユー
ザーは⾃⾝の希望条件で絞り込んで、⽬当ての物件を探すことができます。 
また、不動産投資専⾨メディア「楽待新聞」を通じ、業界のニュースや不動産投資の成功談‧失敗談な
どを発信。YouTube「楽待 RAKUMACHI」はチャンネル登録者数118万⼈、総再⽣回数は5億5000万回
にのぼります。（2025年6⽉時点） 
2022年6⽉には有料会員サービス「楽待プレミアム」を開始。登録することで、業界初(*2)の独⾃機能
「賃貸経営マップ」やプレミアム会員限定動画が⾒放題になります。 
「公正な不動産投資市場を創造する」というビジョンのもと、不動産投資家‧加盟不動産会社の双⽅に
とって使いやすい機能やサービスの提供に努めてまいります。 
 

【会社概要】 
社名：楽待株式会社 
URL：https://rakumachi.co.jp/ 
上場市場：東証スタンダード（証券コード：6037） 
本社：東京都中央区⼋丁堀三丁⽬3番5号 住友不動産⼋丁堀ビル5階 
設⽴：2005年8⽉23⽇ 
事業内容：国内最⼤の不動産投資プラットフォーム「楽待」の運営 

 

【本件の問い合わせ】 
楽待株式会社 広報担当 尾藤 
携帯電話：080-4129-5743 
固定電話：03-6833-9438 
E-mail：rakumachi@rakumachi.co.jp 

 

*1『物件数 No.1』：⽇本マーケティングリサーチ機構調べ（2022年12⽉） 
『使いやすさ No.1』：ゴメス‧コンサルティング調べ（2022年12⽉） 
『利⽤者数 No.1』：⾃社調べ（2022年12⽉） 
*2 ⾃社調べ（2023 年 4 ⽉） 
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